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・電話　090-2312-2257（野中）

◎
日
時　
　
　

３
月
２
日
（
土
）

◎
集
合　
　
　

京
浜
急
行
・
新
逗
子
駅
南
口

◎
集
合
時
間　

午
前
９
時

◎
コ
ー
ス

　

新
逗
子
駅
〜
三
浦
海
岸
駅
〜
バ
ス
〜
剣
崎
〜

　

剣
崎
灯
台
〜
毘
沙
門
天
入
口
〜
毘
沙
門
海
岸   

  
（
昼
食
）〜
宮
川
町
〜
向
ヶ
崎
〜
城
ヶ
島
大
橋

　

〜
城
ヶ
島
公
園
〜
城
ヶ
島
海
洋
セ
ン
タ
ー
〜

　

三
崎
バ
ス
停
（
解
散
15
時
20
分
頃
）

◎
持
ち
物　
　

弁
当
、
飲
料
水
、
帽
子　

◎
公
募
対
象　

小
学
３
年
生
以
上
で
健
康
な
人

◎
参
加
費　
　

３
０
０
円
（
保
険
・
資
料
代
）

◎
申
込
締
切　

２
月
24
日
（
日
）

◎
申
込
み　
　

葉
山
・
山
楽
会
（
伊
東
）　
　

　
　
　
　
　
　

０
４
６
・
８
７
８
・
７
４
３
１

★
歩
き
や
す
い
運
動
靴
で
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

★
前
日
午
後
５
時
、
横
浜
気
象
台
の
情
報
で
県

　

南
部
の
降
水
確
率
50
％
以
上
の
表
示
が
出
た

　

場
合
は
中
止
し
ま
す
。

◎
日
時　
　

３
月
24
日
（
日
）
14
時
〜
16
時

◎
会
場　
　

葉
山
町
福
祉
文
化
会
館
大
会
議
室

◎
参
加
費　

５
０
０
円

◎
申
込
み　

６
０
才
か
ら
の
音
楽
教
室　

高
梨

　
　
　
　
　

０
４
６
・
８
７
５
・
０
０
２
９

　
　
　
　
　

０
８
０
・
１
０
０
４
・
２
９
０
５

年
越
し
の
大
祓
い
（
お
お
は
ら
い
）

森
戸
神
社

除
夜
の
鐘

《
葉
山
》

新
善
光
寺
（
上
山
口
）

光
徳
寺
（
堀
内
）　

《
逗
子
》

妙
光
寺
（
久
木
）

延
命
寺
（
逗
子
）

海
宝
院
（
沼
間
）

神
武
寺
（
沼
間
）

御
奉
射
祭
（
お
び
し
ゃ
さ
い
）

御
霊
神
社

ど
ん
ど
焼
き

三
ヶ
浦
海
岸

諏
訪
町
下
海
岸

一
色
海
岸

鐙
摺
小
浜
海
岸

長
者
ヶ
崎
海
岸

御
霊
神
社

森
戸
神
社

眞
名
瀬
海
岸

本
圓
寺
前
木
古
庭
公
園 12

月
31
日　

15
時
〜

　
　
　
　

12
月
31
日
（
月
） 

23
時
半
〜

12
月
31
日
（
月
） 

23
時
45
分
〜

12
月
31
日
（
月
） 

23
時
40
分
〜

12
月
31
日
（
月
） 

23
時
45
分
〜

12
月
31
日 （
月
） 

23
時
45
分
〜

1
月
1
日 （
火
） 

０
時
〜

1
月
7
日
（
月
）
11
時
〜

1
月
12
日
（
土
）
9
時
〜

1
月
12
日
（
土
）
9
時
〜

1
月
12
日
（
土
）
9
時
〜
11
時

　
　
　
　

※
荒
天
13
日
に
延
期

1
月
13
日
（
日
）
10
時
点
火
〜

1
月
12
日
（
土
）
10
時
〜

　
　
　
　

※
雨
天
13
日
に
延
期

1
月
14
日
（
月･

祝
）
10
時
〜

1
月
14
日
（
月･

祝
）
8
時
〜

1
月
14
日
（
月･

祝
）

　
　

7
時
〜
10
時
半
頃
ま
で

1
月
20
日
（
日
）
13
時
点
火
〜

前回の葉山まちづくり展の様子

◎
日
時　
　

３
月
２
日
（
土
）
10
時
〜
12
時
半

◎
集
合　
　

バ
ス
停
「
新
善
光
寺
」
10
時

◎
コ
ー
ス　

　

新
善
光
寺
〜
水
源
地
橋
〜
清
寿
苑
〜
間
門
橋

　

〜
鎌
地
の
湧
水
〜
正
吟
の
庚
申
塔
〜
道
中
橋   

 

（
旧
道
）
〜
三
島
神
社
〜
新
善
光
寺
（
解
散
）

※
コ
ー
ス
は
変
更
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

◎
参
加
費    

５
０
０
円
（
保
険
・
資
料
代
）

◎
定
員　
　

20
人
（
先
着
順
）

◎
持
ち
物　

飲
み
物
、
雨
具
、
筆
記
用
具

　
　
　
　
　

歩
き
や
す
い
服
装
と
靴

◎
主
催 

　

三
浦
半
島
ま
る
ご
と
博
物
館
連
絡
会

◎
担
当
団
体

  

（
特
非
）
環
境
フ
ァ
ミ
リ
ー
葉
山
、     

  

（
特
非
）
オ
ー
シ
ャ
ン
フ
ァ
ミ
リ
ー 

    

海
洋
自
然
体
験
セ
ン
タ
ー
、
葉
山
の

    

環
境
を
守
る
会
、
教
育
自
然
学
研
究    

    

会
、
ず
し
し
環
境
会
議
ま
ち
な
み
緑

    

の
創
造
部
会

◎
申
込
み
・
問
合
せ

    

Ｅ
メ
ー
ル
か
電
話
で
①
②
を
明
記  

　

の
上
、
下
記
ま
で
。
締
切
り
２
月

　

21
日
（
水
）

①
「
上
山
口
ぐ
る
っ
と
梅
見
散
歩
」

②
住
所
、
氏
名
、
電
話
番
号
、
E
メ
ー
ル

※
複
数
で
の
参
加
は
全
員
の
氏
名
を
記
入

◎
日
時　

２
月
８
日
（
金
）
14
時
〜

◎
会
場　

葉
山
ま
ち
づ
く
り
館

　
　
　
　
　
　

（
葉
山
町
立
図
書
館
２
階
）

★
自
称
「
素
人
の
も
の
好
き
」
藤
波
勝
次
郎
さ

ん
に
よ
る
古
今
東
西
の
映
画
の
話
題
。
特
に
小

津
安
二
郎
に
ま
つ
わ
る
話
は
必
聴
で
す
。

葉山まちづくり協会　　　年末年始の予定は決まりましたか？

第
19
回 

葉
山
ま
ち
づ
く
り
展

　
　
　
　 
実
行
委
員
会
始
動
！

　

「
第
19
回
葉
山
ま
ち
づ
く
り
展
」
は
２
０
１
９

年
５
月
17
日
（
金
）
〜
19
日
（
日
）
に
開
催
さ

れ
る
こ
と
が
決
定
。

　

前
回
は
飲
食
ブ
ー
ス
が
初
登
場
し
、
ゆ
っ
た

り
と
ラ
ン
チ
を
食
べ
て
、
当
葉
山
ま
ち
づ
く
り

協
会
の
登
録
団
体
等
の
活
動
を
見
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
そ
の
中
で
、
来
場
者
同
士
の
交
流
が

活
発
に
行
わ
れ
ま
し
た
。　

　

ま
た
ホ
ー
ル
で
は
、
登
録
団
体
に
加
え
、
小
・

中
学
生
の
発
表
や
一
般
参
加
団
体
に
よ
る
空
手

の
演
武
、
ジ
ャ
ズ
演
奏
な
ど
分
野
も
年
齢
層
も

幅
広
く
披
露
さ
れ
、
た
く
さ
ん
の
ご
来
場
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

第
19
回
の
実
行
委
員
会
も
ス
タ
ー
ト
し
ま
し

た
。
み
な
さ
ま
の
ご
参
加
・
ご
来
場
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

4

１
月
〜
３
月
の
イ
ベ
ン
ト

■ 

葉
山
・
山
楽
会
主
催
の

　
　
　
　
　
　
　
町
民
ハ
イ
キ
ン
グ

■ 

き
ら
く
座
　
テ
ー
マ
は
「
映
画
」

■ 

上
山
口
ぐ
る
っ
と
梅
見
散
歩

■ 

み
ん
な
で
う
た
お
う
ア
ミ
ス
タ
会

  　
　
　

     

し
め
縄
は
、
そ
こ
が
神
様
を
お
祀ま

つ

           

り
す
る
の
に
ふ
さ
わ
し
い
神
聖
な
場

所
で
あ
る
こ
と
を
示
す
も
の
で
、
そ
の
由
来
は

古
く
か
ら
伝
わ
る
神
話
が
元
に
な
っ
て
い
る
。

 　
『
あ
る
と
き
天
照
大
神
（
ア
マ
テ
ラ
ス
オ
オ

ミ
カ
ミ
）
が
、
弟
の
須
左
之
男
命
（
ス
サ
ノ
オ

ノ
ミ
コ
ト
）
が
悪
さ
ば
か
り
す
る
こ
と
に
怒
っ

て
天あ
ま

の
岩い
わ
と戸
に
隠
れ
て
し
ま
っ
た
。
天
照
大
御

神
は
太
陽
の
神
様
な
の
で
世
の
中
が
真
っ
暗
に

な
っ
て
し
ま
い
、
困
っ
た
八や
お
よ
ろ
ず

百
万
の
神
様
が
岩

戸
の
前
で
酒
を
酌
み
交
わ
し
、
踊
り
出
し
た
。

そ
の
騒
ぎ
に
天
照
大
神
が
そ
っ
と
岩
屋
か
ら
身

を
乗
り
出
し
た
時
に
神
様
た
ち
が
岩
戸
を
閉

め
、
再
び
岩
屋
に
逃
げ
込
ま
な
い
よ
う
に
と
、

岩
戸
を
し
め
縄
で
縛
っ
て
し
ま
っ
た
』

　

そ
の
縄
が
「
こ
の
先
に
は
進
め
な
い
」
と
い

う
い
わ
ば
結
界
を
表
す
よ
う
に
な
っ
て
し
め
縄

が
誕
生
し
た
と
い
わ
れ
る
。

　
　
　
　

                  

多
く
の
し
め
縄
は

　
　
　
　

稲
わ
ら
で
作
ら
れ
る

葉
山
町
内
の
多
く
の
神
社
や
お

稲
荷
さ
ん
で
も
地
元
の
稲
わ
ら

を
使
っ
た
し
め
縄
を

張
っ
て
い
る
。
普
段
使

う
日
用
品
な
ど
の
縄
は

右
へ
ね
じ
る
「
右
綯な

い

（
反
時
計
回
り
）」だ
が
、

し
め
縄
は
神
様
に
か
か

わ
る
特
別
な
も
の
な
の

で
左
へ
ね
じ
る
「
左
綯な

い（
時
計
回
り
）」に
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
は
、
神
道
で
は
左
を
神
聖
、

右
を
日
常
と
考
え
る
の
で
、
神
様

か
ら
見
た
と
き
に
元
の
太
い
部
分

が
左
に
な
る
よ
う
に
飾
る
の
だ
そ

う
だ
。

   　
　
　
　

し
め
縄
と
し
め
飾
り

　
　
　
　

は
似
て
い
る
が
意
味
は

異
な
る
。
し
め
縄
は
、
神
様
が
宿

る
場
所
を
示
す
も
の
で
一
般
家
庭
で
は
神
棚
に

飾
る
。
し
め
飾
り
は
、
し
め
縄
に
縁
起
物
で
飾

り
を
つ
け
て
、
家
々
に
一
年
の
実
り
と
幸
せ
を

も
ら
た
す
新
年
の
神
様
「
年と

し
が
み神
様
」
を
お
迎
え

す
る
玄
関
に
飾
る
。

　

玄
関
用
の
し
め
飾
り
は
、
北
・
東
日
本
で
は

縦
長
の
「
玉
飾
り
」、
西
・
南
日
本
で
は
ご
ぼ

う
の
様
な
横
長
の
「
ご
ぼ
う
注じ

め連
」
が
一
般
的
。

玉
飾
り
よ
り
細
い
し
め
縄
に
紙か
み
し
で垂
や
ゆ
ず
り
葉

を
つ
け
た
「
輪
飾
り
」
は
、
水
を
清
め
る
意
味

が
あ
る
の
で
、
台
所
や
ト
イ
レ
な
ど
水
ま
わ
り

に
飾
る
。

  　
　
　
　

 

あ
ま
り
知
ら
れ
て
い
な
い
が
、
縁

　
　
　
　

起
物
に
華
や
か
に
飾
ら
れ
た
し
め
飾

り
の
も
と
の
形
は
多
種
多
様
で
興
味
深
い
。

　

地
域
に
よ
っ
て
異
な
る
場
合
が
多
く
、
そ
の

土
地
の
風
土
や
文
化
に
よ
る
の
だ
ろ
う
。
九
州

地
方
で
は
鶴
、
山
陰
地
方
で
は
亀
と
い
っ
た
動

物
の
形
が
あ
る
。
山
形
県
で
は
米
俵
の
形
が

あ
り
、
雪
深
い
土
地

で
米
の
豊
作
を
願
っ

て
の
こ
と
な
の
だ
ろ

う
。
ユ
ニ
ー
ク
な
も

の
で
は
長
野
県
の
お

椀
形
の
し
め
飾
り
。

み
か
ん
な
ど
年
神
様

へ
の
お
供
物
を
入
れ
る
の
だ
そ
う
だ
。

　

形
や
飾
り
方
は
様
々
だ
が
、
ど
れ
も
人
々
の

願
い
や
思
い
を
の
せ
て
大
切
に
作
ら
れ
て
い
る

こ
と
に
違
い
は
な
い
。

　　
　
　
　
　

時
代
の
移
り
変
わ
り
と
と
も
に
失

　
　
　
　

わ
れ
て
い
く
伝
統
文
化
が
多
い
な
か

し
め
縄
・
し
め
飾
り
を
飾
る
風
習
は
現
代
的
に

形
や
飾
り
を
変
え
な
が
ら
も
し
っ
か
り
と
継
承

さ
れ
て
い
る
。
12
月
に
な
る
と
各
地
で
稲
わ
ら

を
使
っ
た
し
め
縄
作
り
が
始
ま
る
。
公
民
館
な

ど
で
体
験
教
室
が
開
か
れ
る
こ
と
も
多
く
、
お

飾
り
に
ま
つ
わ
る
歴
史
や
目

的
・
意
味
を
知
り
、
日
本
文
化

の
奥
深
さ
を
再
認
識
す
る
良
い

機
会
に
な
る
。

　

何
気
な
く
行
っ
て
い
た
お
正

月
準
備
も
今
ま
で
と
は

違
っ
た
気
持
ち
で
行
え

る
だ
ろ
う
。
苦
手
な
大

掃
除
も
年
神
様
を
お
迎

え
す
る
た
め
の
大
事
な

準
備
と
思
っ
て
、
今
年

は
清す
が
す
が々

し
い
気
持
ち
で

取
り
組
み
た
い
。

　
お
正
月
飾
り
と
い
え
ば
「
し
め
縄
」
と
「
し

め
飾
り
」。
神
社
の
お
社
に
は
一
年
中
張
ら
れ
、

各
家
庭
で
は
正
月
、
華
や
か
に
装
飾
さ
れ
た
し

め
飾
り
が
玄
関
先
に
飾
ら
れ
る
。
慣
れ
親
し
ん

だ
風
習
だ
が
そ
の
由
来
や
意
味
は
何
な
の
だ
ろ

う
。
探
っ
て
み
る
と
「
し
め
飾
り
」
の
奥
深
さ

が
わ
か
り
日
本
文
化
の
魅
力
が
感
じ
ら
れ
る
。

手作りの輪飾り

ごぼう注
じ め

連

② ④

⑤

①

玉飾り

①

③

④

⑤

譲
ゆずりは

葉（子孫繁栄）

 裏
うらじろ

白（清らかな心）②

③

橙
だいだい

（代々栄える）①

紙
かみしで

垂（五穀豊穣）

前
まえだ

垂れ（神聖･清浄）

④
⑤

謹
賀
新
年

1亥年生まれの性格「何ごとにも熱心でひたむき」 葉山まちづくり協会
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２
０
１
９
年
の
干
支
は
「
亥
（
イ
）」。
こ
の

「
イ
ノ
シ
シ
」、
葉
山
町
に
と
っ
て
、
と
て
も
身

近
な
存
在
で
あ
る
こ
と
を
ご
存
知
で
す
か
？

　

葉
山
町
で
は
じ
め
て
イ
ノ
シ
シ
の
存
在
が
確

認
さ
れ
た
の
は
２
０
１
３
年
。
当
時
５
頭
の
推

定
生
息
数
が
現
在
は
１
０
０
頭
を
越
え
、
住
宅

地
近
く
や
民
家
の
庭
先
、
小
学
校
の
校
庭
か
ら

数
十
メ
ー
ト
ル
の
と
こ
ろ
で
も
目
撃
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　

イ
ノ
シ
シ
は
強
い
繁
殖
力
を
持
ち
、
い
っ
た

ん
生
息
す
る
と
そ
こ
か
ら
追
い
出
す
の
は
ほ
ぼ

不
可
能
。
山
だ
け
で
な
く
、
町
中
に
現
れ
る
よ

う
に
な
る
の
も
時
間
の
問
題
と
も
言
わ
れ
、
遭

遇
の
機
会
が
増
え
、
人
身
被
害
な
ど
が
起
こ
り

や
す
く
な
る
こ
と
が
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

だ
か
ら
と
い
っ
て
、
む
や
み
に
怖
が
っ
た
り

騒
ぎ
立
て
る
の
で
は
な
く
、
イ
ノ
シ
シ
た
ち
と

ど
う
向
き
合
っ
た
ら
よ
い
の
で
し
ょ
う
か
？

　

「
こ
れ
か
ら
は
、
い
か
に
イ
ノ
シ
シ
と
共
存
し

て
い
く
か
を
考
え
る
必
要
が
あ
り
ま
す
」
と
話

す
の
は
、
二
子
山
山
系
自
然
保
護
協
議
会
・
イ

ノ
シ
シ
被
害
対
策
会
議
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
小
菅

さ
ん
。

　

「
イ
ノ
シ
シ
を
人
里
に
慣
れ
さ
せ
ず
、
生
活
圏

を
分
け
る
こ
と
が
唯
一
の
共
存
方
法
で
す
。

　

イ
ノ
シ
シ
の
好
む
隠
れ
場
所
は
ヤ
ブ
や
草
む

ら
。
そ
の
中
で
、子
育
て
を
し
た
り
休
ん
だ
り
、

人
間
の
観
察
な
ど
を
行
い
ま
す
。
そ
し
て
安
全

を
確
認
し
た
ら
、
ヤ
ブ
か
ら
出
て
食
べ
物
を
探

し
て
農
作
物
を
荒
ら
し
た
り
し
ま
す
。
そ
の
た

め
、
同
協
議
会
で
は
定
期
的
に
ヤ
ブ
刈
り
を
行

う
活
動
を
し
て
い
ま
す
」

　

ヤ
ブ
刈
り
を
し
た
後
の
土
地
は
様
々
な
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
や
団
体
に
貸
出
し
、
田
ん
ぼ
や
畑
、

子
ど
も
た
ち
の
遊
び
場
と
し
て
活
用
し
て
お

り
、
こ
う
し
て
、
イ
ノ
シ
シ
に
と
っ
て
住
み
に

く
い
場
を
増
や
す
こ
と
で
、
イ
ノ
シ
シ
が
人
里

に
下
り
て
く
る
の
を
防
い
で
い
る
そ
う
で
す
。

　

里
山
と
は
、
里
の
暮
ら
し
と
山
の
暮
ら
し
が

共
存
す
る
空
間
と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
葉
山
の

里
山
を
守
る
た
め
に
も
、ま
ず
は
２
０
１
９
年
、

イ
ノ
シ
シ
の
こ
と
を
知
り
、
対
策
活
動
に
参
加

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

3ヤブ刈りは体を動かすのにももってこいです 葉山まちづくり協会

・体長　120 ～ 130cm
・体重　50 ～ 110kg
・体高　60 ～ 80cm
・雑食性。タケノコやドングリ、ミミズ、耕作
   放棄地の根茎なども好物。
・春または秋に 2～ 8頭、平均 4.5 頭を出産。
・助走なしで 120cmまで跳び越えられる。
・器用で力のある鼻先は 50cmの深さまで掘り
   掘り返 したり70kgのものを押し上げる力も。
・嗅覚は犬より鋭いとも言われている。
・走る速度は時速 50kmほど。
・記憶力と模範学習能力に優れている。
・夜行動することが多いが本来は昼行性。
   危険がなければ（人がいなければ）昼間も活
   動する。

イノシシってこんな生き物！

二子山山系自然保護協議会調べ
（2018 年 10 月現在）

放置された竹林

開けた土地を水田に

イノシシに出会わないために イノシシに出会ったら
廃棄する農作物、お弁当など食べ物を野外に放置
しないこと。形が悪かったり虫食いのある野菜も
きちんと収穫しましょう。
ヤブ刈りに参加しよう！家や農地の周り、近所の
できる範囲でヤブ刈りを行い、その状態を維持し、
隠れ場や餌場をなくすようにしましょう。
これらは地域全体で実施するとより高い効果を発
揮します。声を掛け合い、協力して行いましょう。

・

・

・

・

絶対に人間の食べ物を与えてはいけません。
記憶力、模倣学習能力に優れているので、人間の
食べ物を奪う、ゴミを漁るなどの行動に繋がりま
す。遭遇の機会が増えれば、人身被害も起こりや
すくなります。

やってはいけないこと

取材協力
二子山山系自然保護協議会
https://www.futagoyama.org/

活動予定や
イノシシ動画
などはこちら！

・
・

・

・

絶対に追いかけてはいけません。
走る、手を振り上げるなどの急な動きは避け、落ち
着いて向かい合ったままゆっくりと後退しましょ
う。出会ったのが子どもでも、近くに必ず母親がい
ます。注意してその場を離れるようにしましょう。
イノシシは本来臆病な性格ですが、個体差もあり、
混乱したり興奮すると襲ってくることもあります。
シュー、カッカッ、クチャクチャなどの音を発して
いたら、威嚇音ですので特に注意しましょう。
どうしても逃げ場がないときは木に登るなど、イノ
シシの視界から離れるようにしましょう。

イノシシに掘り返された穴

ヤブはイノシシの隠れ場所

〜 

二
子
山
山
系
自
然
保
護
協
議
会
の
活
動
よ
り 

〜

葉
山
の
山
に
も
・
・
・
亥

イ
ノ
シ
シ

年
に
イ
ノ
シ
シ
の
こ
と
を
知
ろ
う
！

　

冷
た
い
は
ず
の
ア
イ
ス
な
の
に
口
に
含
む
と

温
も
り
が
伝
わ
っ
て
く
る
。
甘
酒
の
や
さ
し
い

風
味
、
き
び
砂
糖
の
素
朴
な
甘
さ
…
…
。
し
み

じ
み
と
し
た
お
い
し
さ
に
心
が
ほ
っ
と
安
ら
ぐ

の
だ
。
こ
の
春
か
ら
町
内
で
発
売
中
の
「
葉
山

ア
イ
ス
」。
上
山
口
の
米
で
作
っ
た
甘
酒
入
り

の
こ
の
ア
イ
ス
、
生
み
出
し
た
の
は
都
内
か
ら

移
り
住
ん
だ
ば
か
り
の
30
代
の
夫
婦
で
あ
る
。

　

夫
妻
が
葉
山
に
越
し
て
き
た
の
は
３
年
前
。

移
住
の
理
由
は
シ
ン
プ
ル
で
、
こ
の
地
か
ら
見

た
富
士
山
の
美
し
さ
に
感
動
し
た
の
だ
と
い

う
。
町
の
知
識
も
な
く
、知
人
も
い
な
か
っ
た
。

そ
れ
が
縁
あ
っ
て
上
山
口
の
棚
田
の
援
農
チ
ー

ム
に
参
加
す
る
こ
と
に
な
る
。
そ
こ
で
夫
妻
は

遠
く
の
富
士
に
劣
ら
ず
素
晴
ら
し
い
も
の
が
、

葉
山
の
中
に
あ
る
こ
と
に
気
づ
く
。

　

「
棚
田
に
魅
せ
ら
れ
た
ん
で
す
。
こ
こ
こ
そ
日

本
の
ふ
る
さ
と
だ
と
思
え
る
風
景
に
一
目
惚
れ

し
ま
し
た
。
作
業
も
大
変
だ
け
れ
ど
楽
し
か
っ

た
し
、
何
よ
り
私
た
ち
を
温
か
く
受
け
入
れ
て

く
れ
た
地
元
の
人
、
棚
田
を
守
ろ
う
と
集
ま
っ

て
く
る
人
と
の
交
流
が
と
て
も
貴
重
に
思
え
ま

し
た
」
と
、
妻
の
山
口
冴
希
さ
ん
。

　

同
時
に
衰
退
し
て
い
く
棚
田
の
現
状
を
何
と

か
し
た
い
と
い
う
思
い
も
強
く
な
っ
た
。
そ
れ

に
は
一
人
で
も
多
く
の
人
に
棚
田
の
素
晴
ら
し

さ
を
知
っ
て
も
ら
う
こ
と
。
そ
の
た
め
の
手
段

と
し
て
、
人
に
喜
び
を
与
え
ら
れ
る
何
か
を
棚

田
か
ら
発
信
し
た
い
と
考
え
た
と
い
う
。

　

そ
こ
か
ら
棚
田
の
米
を
使
っ
た
ア
イ
ス
に
た

ど
り
着
い
た
の
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
町
民
と
の
出

会
い
に
よ
る
。

　

「
人
の
命
を
尊
重
し
、
苦
し
ん
で
い
る
者
は
敵

味
方
の
区
別
な
く
救
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」 

   

後
に
ノ
ー
ベ
ル
平
和
賞
第
１
号
と
な
る
ア
ン

リ
・
デ
ュ
ナ
ン
が
戦
場
の
悲
惨
さ
を
体
験
し
、

提
唱
し
た
言
葉
に
よ
り
生
ま
れ
た
の
が
赤
十

字
。１
５
０
年
以
上
隔
て
た
現
在
、ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
は
１
９
１
の
国
と
地
域
に
広
が
っ
て
い
る
。

　

そ
ん
な
赤
十
字
の
理
念
に
基
づ
き
、
日
本
全

国
の
市
区
町
村
で
組
織
さ
れ
た
〝
地
域
赤
十
字

奉
仕
団
〞
の
一
つ
が
「
葉
山
町
赤
十
字
奉
仕
団
」

だ
。
日
本
赤
十
字
社
神
奈
川
県
支
部
葉
山
町
分

区
（
葉
山
町
福
祉
課
）
に
属
し
、
連
携
し
な
が

ら
独
自
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
う
。
救
急

法
の
普
及
と
、
災
害
に
お
け
る
減
災
を
大
き
な

目
標
と
し
て
掲
げ
、
毎
年
、
救
急
法
の
講
習
や

葉
山
マ
ラ
ソ
ン
・
駅
伝
で
の
救
護
活
動
、
各
町

内
会
や
団
体
に
依
頼
さ
れ
て
の
防
災
訓
練
の
参

加
な
ど
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

　

メ
ン
バ
ー
は
現
在
13
人
。
委
員
長
を
務
め
る

八や
そ
し
ま
ま
す
ろ
う

十
島
益
良
さ
ん
は
十
数
年
前
か
ら
こ
の
活
動

に
か
か
わ
っ
て
い
る
。

 

「
当
時
、
教
師
を
し
て
い
た
高
校
で
青
少
年
赤

十
字
の
部
活
顧
問
を
引
き
受
け
、
そ
こ
で
懸
命

に
取
り
組
む
生
徒
た
ち
に
心
を
打
た
れ
た
ん
で

す
。
私
も
地
元
の
た
め
に
何
か
で
き
な
い
か
と

思
っ
た
の
が
参
加
し
た
き
っ
か
け
で
す
」

　

そ
こ
で
出
会
っ
た
の
が
、
若
者
に
負
け
ず
熱

い
信
念
を
持
っ
た
大
人
た
ち
。
そ
ん
な
仲
間
と

切
磋
琢
磨
し
な
が
ら
活
動
を
続
け
て
き
た
。

 

「
全
員
、
倒
れ
て
い
る
人
を
見
た
ら
何
か
し
な

け
れ
ば
い
ら
れ
な
い
人
た
ち
。
そ
の
た
め
の
ス

キ
ル
も
こ
こ
で
学
ん
で
い
ま
す
」

　

何
か
あ
れ
ば
真
っ
先
に
自
分
が
動
く
と
い
う

メ
ン
バ
ー
。
そ
の
行
動
力
と
町
の
福
祉
課
と
の

連
携
が
活
動
の
軸
だ
っ
た
が
、
災
害
が
多
発
す

る
昨
今
、
今
後
は
町
内
の
ほ
か
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
と
の
協
力
も
大
切
だ
と
八
十
島
さ
ん
は

考
え
る
。
２
０
１
８
年
に
は
ま
ち
づ
く
り
協
会

に
登
録
。
社
協
主
催
の
福
祉
ま
つ
り
に
も
初
参

加
し
た
。
横
の
つ
な
が
り
を
増
や
す
た
め
だ
。

　

も
う
一
つ
、
八
十
島
さ
ん
が
一
層
力
を
入
れ

た
い
と
い
う
の
が
地
域
の
人
々
と
の
交
流
だ
。

「
福
祉
ま
つ
り
で
は
子
供
も
興
味
を
持
っ
て
く

れ
た
し
、『
自
分
は
障
が
い
者
だ
が
、
そ
れ
で

も
何
か
で
き
る
こ
と
が
あ
れ
ば
』
と
い
っ
て
く

だ
さ
る
方
も
い
た
」
と
、
嬉
し
そ
う
に
語
る

八
十
島
さ
ん
。
有
事
で
自
分
た
ち
の
活
動
を
い

か
す
た
め
に
も
、
よ
り
多
く
の
人
と
信
頼
で
つ

な
が
る
こ
と
―
―
そ
れ
も
葉
山
町
赤
十
字
奉
仕

団
の
大
き
な
目
標
で
あ
る
。

　

命
を
尊
ぶ
赤
十
字
の
思
想
は
、
地
域
を
守
る

と
い
う
強
い
意
志
と
な
り
、
今
、
葉
山
の
地
に

根
づ
い
て
い
る
。

　

「
何
か
し
た
い
と
思
う
人
間
に
、
葉
山
の
人
は

や
さ
し
い
。
ア
ド
バ
イ
ス
を
く
れ
た
り
、『
そ

れ
な
ら
あ
の
人
が
力
に
な
っ
て
く
れ
る
』
と
、

次
か
ら
次
へ
と
人
を
紹
介
し
て
く
れ
る
。
新
し

い
住
人
に
も
分
け
隔
て
な
く
、
む
し
ろ
み
ん
な

応
援
し
て
く
れ
ま
す
。
ア
イ
ス
作
り
に
辿
り
着

い
た
の
は
ひ
ょ
ん
な
こ
と
か
ら
で
し
た
が
、
葉

山
で
で
き
た
豊
か
な
人
の
つ
な
が
り
か
ら
生
ま

れ
た
も
の
だ
と
思
う
ん
で
す
」　

　

夫
妻
は
今
、
葉
山
の
魅
力
は
美
し
い
景
観
よ

り
何
よ
り
人
の
温
か
さ
だ
と
考
え
る
。「
葉
山

ア
イ
ス
」
は
味
に
も
パ
ッ
ケ
ー
ジ
に
も
そ
ん
な

思
い
を
込
め
た
も
の
。
今
度
は
こ
の
ア
イ
ス
を

通
じ
、
食
べ
た
人
が
棚
田
に
興
味
を
持
ち
、
そ

れ
が
新
た
な
出
会
い
を
生
む
な
ど
、
人
と
人
を

つ
な
げ
て
い
け
れ
ば
と
願
っ
て
い
る
。

　

代
々
の
住
民
も
、
最
近
移

り
住
ん
だ
人
も
、
町
を
訪
れ

る
人
々
も
、
葉
山
の
魅
力
を

再
発
見
で
き
る
―
―
そ
ん
な

新
し
い
町
の
味
で
あ
る
。

山口冴希さん

葉山マラソンでの救援活動

葉山町赤十字奉仕団
まちづくり協会に新登録！

「葉山アイス」は葉山ステーションなどで販売中 2 葉山まちづくり協会

冷たいアイスに葉山の温かさをこめて

新しい住人がつくった町の味「葉山アイス」

棚田での農作業

八十島益良さん


